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シンポジウムChallenges and Opportunities 

for Pharmacometrics in Japan のご案内

　新しい治療法を一刻も早く患者さんへ届ける為に、効率的な新薬開発が望まれています。
Pharmacometrics(PMx)は効率の良い開発ツールの一つですが、十分に活用されているとは言い難い状況にあります。本シンポジウムはPMx専門家と新薬開発に関わる全てのプロフェッショナルが共にPMxの現状を踏まえ、その応用と限界、さらに今後の展開(Beyond the PMx)について具体的に議論するために企画しました。産官学すべての方々の参加をお待ちしております。
記
Challenges and Opportunities for Pharmacometrics in Japan
日時：2011年12月5日（月） 14:00～18:00
場所：北里大学白金キャンパス　薬学部コンベンションホール

主催：北里臨床試験事業本部 (KitARO)

共催：北里大学医学部臨床研究センター/北里大学東病院治験管理センター

　　　日本臨床薬理学会

　　　医薬品開発のためのPopulation Pharmacokinetics/Pharmacodynamics研究会

　　　日本ファーマコメトリックス研究会　

　　　臨床薬理試験研究会

　　　Population Pharmacokinetics研究会　
内容：講演1　　我が国におけるPMxの状況と今後の展開―国内PMx専門家による講演

　　　講演2　　海外におけるPMxの状況と展開―米国、カナダ、韓国における歴史、現状、未来

　　　　　　　　Dr. Angela Genge   Montreal Neurology Institute and Hospital

                                    “Feasibility of non-placebo based clinical study/trial in orphan diseases 

                                     in North America” 

                                    Dr. Jogarao Gobburu  University of Maryland

                                    “Acceptance of Pharmacometrics Data by FDA-Past, Present & Future

                                    Dr. Dong-Seok Yim   The Catholic University of Korea

                                    “Present status and future application of Pharmacometrics in Korea”
　　　パネルディスカッション（約2時間）

　　　　　　　　パネリスト、座長による聴衆参加型ディスカッション

　　　懇親会　　Wine & Cheese Party　（北里本館1階　学生食堂）
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